
■メモリの種類と役割
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■ICメモリの分類と特徴
RAM Random AccessMemory データの読み書き可能（一般的に電源を切ると記憶内容が消えてします性質：揮発性）
ROM Read Only Memory データの読みのみ可能

用途 リフレッシュ 容量 速度 電力
SRAM  … キャッシュメモリなど 不要 小 速い 大

RAM  Static RAM
DRAM  … メインメモリなど 必要 大 遅い 小
 Dynamic RAM

ICメモリ 書込み
マスクROM  … 製造時に可

ROM PROM(OTROM)  … １度だけ可

PROM EPROM  … 繰り返し可

EEPROM　*  … 繰り返し可
フラッシュメモリ　**  … 繰り返し可

*:Electronically Erasable PROM
**:EEPROMのデータを保存するトランジスタの構成などを変更することで高速化や大容量化を実現

■メモリシステムと記憶階層
【キャッシュメモリの役割】

CPU

※CPUと主記憶装置のと速度差を緩衝するために、キャッシュメモリで
　　CPUが待たずに効率よく動作できるようにしている。

■メインメモリ
SDRAM Synchronous DRAM マザーボードのクロック信号に同期して読み書きを行うDRAM。

これを複数搭載したモジュールをDIMMという。
DDR SDRAM Double Data Rate SDRAM クロック信号の立ち上がりと立下りの両方のタイミングで読み書きを行う。

SDRAMの倍速で転送できる。
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(3) 2次キャッシュにもない場合主記憶装置にアクセスする
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